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このたびは、コンタックス G 1 をお買い上げいただを 
ありがと5ございます。 

このカメラは、 r 作品を作るカメラ J という CONTAX の思想を 
受け継ざなが!5、一眼レフとは別の使いやすさを目指した、 

新しいコンセプトに基づく 3日 mm フオーカルプレンシャッター式 
AF レンジファインダーカメラです。 

また、 TTL 実絞り測光による絞り優先 AE 、 

高性能ワイドレンズが装着可能など、コンパクトなボディに 
高機能性を納めています。 

ご使用になる前にこの取扱説明書をよくお読みいただを、 

正しい取巧いで末永くご愛用ください。 


この取扱説明第の説明内宮は、コンタックス G マウント 
のブラナー T * 4巳 mm F 3 巧で巧っていますび、他のコ 
ンタックス G マウントカールツァイス交換レンスを装渴 
した場合を特に記姑力’、‘ない限り使用方法は同じです。 

• ホ□ゴン 16 mm F 8 をご使用のときは、必ず「ホロ 
ゴン 16 mm F 却こついて」 （ P 巳白）を併わせてお扬みく 
ださし、。 



この取巧抽巧■は、國のようにして各部のち称と 
照らし台わせて読むことができます。 







ssms 称、 


タイレクト X 怪点一 

巧用スト□ボ連が)接点 
アクたヴ U —シユ 
シでッター スピード巧化補己ダイでル 
ダイヤル□ック辭除ボタン （ A ) 

A •目 • C レパ 




ダイでル指巧 
ダイヤル□ックが除 
ボタン（目'} 

フ すー カスダイでル 


フイルムカウンター 


メ インスイッチ 


シでッ ターホタン 



たル7タィマ^1_£0 


ノ_ 



距都呈單指巧 

表巧/^ くネル 
フィルム巧度セ‘ットボタン 
ダウンボタン 

ドライブちード切 0 曾え 

ボタンアツブボタン 

吊 0 環 
AF 谓助光発光部 
つアイン ブー 


レンズ取 D はずしボタン 
レンズお巧 


削を晋 


外報剖光霞 
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ストラップの取巧けかた 


図にならって取巧けてください。 
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爆薰のきねか t ) 




yj たは" c " にしまず。 
( P 24) 



7 フオーカスダイヤルを 
" AF " に合わせまず。 
( P 26) 



3 メインスイッチを " ON " 
にしまず。 （ P 13) 



8 シャッタースピード/度出 
補正ダイヤルを " AUTO " 
にセットしまず。 （ P 36) 
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4 フイルム感度を " DX " 
にセツトします。 
( P 21) 



9 絞りをセツトします。 
( P 36) 



广 DX フイルムを入れ、 
〇先端をオレンジ色の 
マークの 位担まで引 
出し、そのまま スプールの 
上にのせて、裏ぶたを閉じ 
ます。 ( P 18) 
































MM の入れかた 










2 メインスイッチを OF 円こしてから 3 VI 」 チ 
ウム軍地 ( CR 2) 2個をバッテリー室巧の 
表示に i 左って正しい向きで入れ、カバーを元通 

りに間めます， 


•向きを間違えると、カメラが作動しないば 
かりでなく、故障の原因となることびありまず。 


〈バッテリーチェック〉 

電地を入れた椎、カメラを一度作疆]させ、表示 
パネルに ’’ a " (バッテリーを普マーク）び 
表示されなければ、葉池の電旺は正常です。 


b 



DX 

r . ぃ W 


广り— 
〇,- 


里;をを巧操して C ださい:； 

〈電池の交換時期〉 

表示パネルにマークび点灯したら、 軍 
池交換の時期です:：メインスイッチを OFF に 
してか弓カメラのバッテリー室カバーを間け 
て、新しい霉池と巧換してくだごし、 






• ca マークび点 丹してか 5 ち隔影はでを 
ますび、すみやかに里池交操してください。雙 
旭宮蛋が使用顆巧を超えると、表示パネルの 
"仁！’’マークび点減または消-丹し、力ラは 
イ乍動しなくなります。このとき愚をの写寫は正 
常に写5ないことびあ0ます， 

♦電池によってはその性質上、装清時一時的 
に笔巧が低下し、 " a ” マークび点丹するこ 
とびあります。新品里池装着後すぐに ’’ ca ’’ 
マークび表をされた場含、一度インスイッチ 
を OFF にし萬度 ON にしてください。この操作 
を行って " a " マークび消えた5そのままお 
使いいただけます。 

〈電池取扱い上の注意〉 

•軍池の交賴は、種類の這うちのや古いちの 
を混だた0だず、2個とち同じ—カーの同-^ 
謹類の新品霉池と交操してください。 


♦里池は、一般に低温になるにしたびって 一 
お的に性能がな下します。寒冷地で使用すると 
さは、力ラを扔醫具•り巧服の巧側に入れるな 
どしてな漏しなび5使用してください。なお、 
抵遍のために性能の低下した虽池は、常温に戻 
ると回復します。 

•軍池の+…價が汗や油で巧れていると、接 
觸不良をおこす精固になります。乾いた巧でよ 
<} 式いてか日使用して < ださい。 

•長期間の旅行などには、予備の新しい題地 
を用意することをおすすめしまず。 
•使用済みの霉脏を火の中に捨てたり、巧軍、 
ショート、分解、加熱するのは危験ですか日糟 
対にしないでくだごし、 

• 3 V リチウム電池 （ CR 2) は巧埋できまだん。 
• 驾池は幼児の手の届かないところに覆いて 
<ださい。 


レンズの驳村け/取がまずし 



〈レンズの取付け〉 

まず力;>< ラのボディキゎップとレンズのをキャ 
ッブをそれぞれ回してはずします。次に、レン 
ズのお付け U ングを持ち、レンズ側のホ点を力 
;><ラ側のレンズ指標に含わせてはめ込み、時計 
方向に"カチッ"と音がして止まるまで回して 
取巧けます。 

• レンズが入5ない場合、あるいは指標をず6 
してレンズを入れた場含は□ックができません。 


このときは、一旦レンズを取りはずしてレンズ 
のマウントリング（黒い部分）とレンズ取巧け 
U ングを図の矢印方向へいっぱいに回してか6 
取付けてくださし、。 



マウント I 」ング 


• レンズの取付け、取0はずしは必ずレンズお 
付けリングを持って巧ってくださし、。 

























レンズ取巧けI」ング 



〈レンスの取0はずし〉 

レンズ取巧け U ングを持ち、カメラのレンズ取 
0はずしボタン中央を巧しなび弓レンズを反時 
計方向に止まるまで回し、前方に引出してはず 
します。 

カメラからはずしたレンズにはレンズキヤッフ 
と後キャップ、またカメラにはボディキャップ 
をかぶせて保護することを忘れないでくだご 
し、。 


•レンズ着脱の際、レンズ画やボディ内部、 
接点等に触れないでくだごし、。 

• フィルムび入っている状態でレンズを着脱 
するとさは、直射曰光を避けてください。 

•ホ□コ’ン]目 mm F 8 の取巧け、取りはずし 
は、必ずレンズガードを持って行ってくだごい。 
•撮影するとさ 
は、必ずレンズ 
キャップを取0 
はずしてくださ 

つまみを巧しなびらはずす。 















メインスイッチ 



雷源の " OFF " 、 " ON " および — AEL’’（AE 
□ック)の切〇智えを巧います... 

♦誤作動を荫ぐため、メインスイッチはクリ 
ックのに顧にとめてご使用くだごい、， 


OFF :赤 マークが 見えないとき 

カメラの電源び切れ、 OFF のが態になってい 
ます。 

カメラを植わないときは、不用意にシトッター 
が切れないよラにメインスイツチを OFF にし 
てくだごい。 

" ON " マーク 

カメラの亀源び入ります,： 

" AEL " 7—ク 

を光での瓶影や、動く被写巧を一をの潘化で連 
統値形するなど、顔出を固定 （ AE ロック）し 
たいときに巧います。 

::，羊しくは P 42 をご综ください。 
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ファインター巧表元 



ファインタ’一巧表示は、なの操作をしたときに 
表示され、 ] 6抄間壺をしたあと自動的にミ肖え 
る爸軍設計になっています。 

1メインスイッチを日 N にしたとさ。. 

2 メインスイッチ ON のが媛で、 

シャッターボタン半押し、まにはフォーカ 
スタ'イヤルを操作したとき， 


-ドライブ亡ード切り替えボタン、フィルム 
感度セツトボタンを操作したときも责おされま 

す。 

また表示中に、タイヤル、ボタン等を操作した 
とをは、表示は柔に]目秒間延辰ごれます。 
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播影巧囲巧： 

レンズの焦点距離や撮影距離によって自動的に 
変化します。巧內に被写体を入れて撮影してく 
ださい。 

フォー カスフレーム： 

ピント合わせを行う範囲です。 

スト□ボマーク： 

TLA フラッシュシステム使用時、充電び完了 
すると"4’ マークび点灯します。また TTL 
謂光が的確に行われたとさは撮影後に2抄間点 
減します。 

属出補正表示： 

シャッタースピード/露出補正ダイヤルや、 
A •目- C 撮影で露出補正をすると"十—また 
は" 一" のマークが点打します。 

測距表示： 

ピントのが態を表示します。詳しくは「ピント 
の合わせかた」 （ P 2 目か日）をご寛ください。 


シャッタースピード： 

シャッタースピードは1/20日0秒か b ] 6秒ま 
で]/2ステップで表示され、 —2 日00’は 
1/2000争よ、 "12 己’は]/] 2己丰少、■16。—は 
] 目秒を表します。 

属出マーク： 

オート露出モードでは、オート露出連動範囲外 
のオーバー—アンダー"の表示、マ 
ニユアルモードでは、適正露出^ ^ \才一 
バー "▲’、アンダ——▼’を表示します。 

ファインダーち下隅に、フイルターやフー 
ド （28 mm レンス装着時はレンズ鏡脈）び 
わずかに見えることびありますが、実写画 
面には現れません。 
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表示! 巧ル/フィル厶カウンター 


〈表のパネル〉にの因は卽月のに脚こを巧を表示したもので、まおのを示とは窜 jy ： ります） 


1コマ撮影マーク 

連镜撮影マーク 
バッテ U - 寶告マーク 

旧 0/ DX 7 -ク 


がの… 


セルフタイマー撮影マーク 


を重詔出マーク 


ISO DX 


游88 


備影距就/'フィルム感度 


バッテリー巧告マーク： 

電池の交換時期を黄ちします, 

に 0/ DX マーク： 

フィルム強度表示にしたとさ、あるいはフィル 
ム惑度をセットする亡 ー ドのときに、表示ごれ 

まず 

- DX コードによる 自動た ットが態のとをは、 
常に ' DX ' び 表示 ごれます,， 


撮影距離/フィルム感度： 

シャッターボタンを半巧しすると、植を距離を 
表示します，’’フィルム惑度じ ット ボタン’’を 
巧すとフィルム感度责をにな0ます。 

また、カスタム機能の t ット状態を表示します。 
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〈フイルムカウンター ) 



撮影攸数を表ちしまず C 
また、巧のよラな表示らします b 
• A •目- C 傾 お 時の 搬お 順序 
- 橘 Iミフィルム轄了‘的の表示 


編度調整のしかた 



このカメラには視度調整機梢が内蔵されていま 
す。？寫度調整つまみを回して、ファインタ’一巧 
中巧のフォーカスフレームびはっきり見えるよ 
うに調整してくだごい。 

泪雙茹固は + 0.3^^- — 2D (ディオフター)でず,— 
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フイ J レムの入れかた 



1 要ぶた開故 y ブを超こし矢げ方向に回し 
て、蜜ぶたを開けます。開けた横、襄ぶた 
開破 y プは元の值還に収制しておいて<ださ 
い.： 

• フィルムを入れると 
きはカメラの巧測と入 
つている「借護シート— 

を必ず取りはずしてく 
ださい。. 
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データバック用搂，巧 


2 國のように、フィルムパト□—ネ巧端を削 
めにして入れます C 

シャッター幕について 

シャッター麗は精密部品ですので槪巧に指 
で触れたりフィルムの先端でついたりしな 
いでください。特にフィルムの先端がシャ 
ッター销の上にある状態では、絶巧にシャ 
ッターを切 b ないで < ださい。 

































建議に謹 Sx 

■ _ _ ， I __ _ _ I 


3 フィルムの先端をオレンジ色の "一‘’ マ 
ークの 位置まで引化し、 そのままスプール 
の上にのせます..： 

このとさ閣のようにフィルムが译き上びらない 
よラにしてくだない。 

•フィルムの先び長く出ている場台は、菩戻 
して長さを調節してください e 



4 蛮ぶたを唯実に間めます。 

蛮ぶたを閉めるとフィルムが自動的に]コ 
マ目まで空送りされ、つィルムカウンターは 
“ or になりまず。 

•フイルムカウンターが ’00" のままで点滅 
している場含は、フイルムが正しく送られてい 
まはん。蜜ぶたを間け、ちう一度入れなおして 
ください。 

• DX 接点やデータバック巧接点は、むやみに 
賴れた0、巧した0しないよラにま意してくだ 
さい-: 

•フィルムの出し入れは、直射曰光を避けて 
くださし、 
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フイ沁厶感度の確認およびセツ / 





" DX " が表示さ 表示されて 

れているとき いないとき 


表示パネルに " DX " が表示されているとき 
は DX コードによる目動セツトにな0ます。 
DX コード付きのフィルムをご使用になる場 
合はそのままお使いください。 " DX " が表 
示されていないとをは、必ずフィルム感度 
を手動でセツトしてくださし、 
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〈フィルム感度の確認〉 

フィルム感度セットボタンを!甲ずと、セットさ 
れているフィルム感度び表示バネルに点口表示 
されまず。 

〈フィルム感度のセットのしかた〉 

フィルム感度のセットは、 DX コード利巧によ 
る有動セットモードと巧意の感度をセットする 
手動たットモードの2通0の方法だあります。 



















■自動セットモード 

’ DX " に t ットすると、 DX コー 
ド巧をのフイルムを使うとき、力 
メラびフイルム感度を自動セット 

します ：. DX コード巧きフイルム 
は ISO 2己〜5000まで使用で 


き、 ’’ DX ’’ の マークと 感度は、フ 
イルムの斜箱に表示されていま 


す':: 

• DX コードのないフイルムは、 
に0]0曰に自動 t ットされまず。 



■手動セットモード 

巧意のフィルム帮度にわご卜しま 
す,： DX コードのないフィルムの 
フィルム感度セット-り、 DX 表示 
と罵なるフィルム感度に変えたい 
場含に巧います. 

•フイルム感度は ISO 目〜目400 


の範囲で1/3段ごとにセツトでき 


ます。 


• フィルム感度をたットすると、 
DX コード付きフィルム使用時も 
手動たットした値になります。 
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1 ン乂インスイツチを '' ON " にして、フィル 
ム感度セットボタンを、表示パネルの「フ 
ィルム感度」轰示び点滅するまで（に].2秒じ. 
上）押し続けます。点疎に変わった弓、一旦 
ボタンか5指を部してください. 


アッフ 
夕'ウン 



DX Nr ---- 

,_ (例： DX に tz ット) 


2 " アップボタン’’（ドライブ = E — ド切り替え 
ボタン）または"夕'ウンボタン’’（フィル 
ム感度セットボタン）を巧して、フィルム感度 
を " DX " または合わせたい感度植にします。 

I '-夕'ウンボタン アツ ブボタン ー I 

し DX 一 6一呂一1 日 一 . 一己 日日日 一64 日日 
























-"アツブポタン'’または’‘夕’ウンポタン"を 

I 甲ずと、巧すごとに]/3段階ずご感度が変化し 
ます。 

-ボタンを巧し結けるとフィルム感廣び連爲し 
て冀化します. 


3 ボタンか5指を離してか5約呂秒で自動的 
に 点灯 表示に変わり、セットび完了しま 
す。 

フィ J しム感度が点な表示になってか5さ5に 
約8秒間表おされた後、自動的に距離表示に 
戻ります。 

• フィルム感度表示中にメインスイッチを 
OFF にする、シャッターボタンを半巧しする 
などの操作を巧ってもフィルム感度はセット 
されます。 

•セットしたモードは、次にセットし直すま 
で記憶されています。 
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ドライブモードの馈〇替え 



ドライブモード切り替えボタンを巧すごとに、 
次のようにドライブモードが切な曾ねります。 
撮彩目的に含わせて希望するモードの表示を表 
巧バタルに化して撮影してくださし V 
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S S ■■ 1 コマ撮影：カメラのシャツタ 
ーボタンを押すごとに]コマ分撮 
影され、なの舊上げが行われて{を 
\ 止します。 

一^ C …連続撮影：カメラのシャッタ 
ーボタンを巧している間 、愚商約 
2コマ巧の連統擺おができます。 
~~ (撮をコマ速度は、シャッタースビ 

ードがフィルム感度、1要用する更 
池の巧態などにより変化しまず。） 
•オート7ォーカス " AF " にずる 
と撮影コマ速度が渥くなることが 
お0ます。 

む…セルフタイマー撮影： ] 日秒 

— のセルつタイマー極影になります、： 
♦ I 羊しくは P 巳3をご裝くだごい。 

( J 因…る重露出撮黨：多堇靡化撮 
厳をするとをにセットします。詳 
-しくは P 己 2 をご裕くださ。 V , 
















カメラの獲えかた 


ビントが合二た美しい写真を偏るためには、力 
メラをしっかり橘えることが大切です。ピント 
が悪い写冥巧多くは力;< ラぶれが原因です。 


手に最ま〇力を入巧ず、 



脇をしめでカメラを赛おごだる 



力;<ラは横位攫の地、が況によ日雄位置で袖 
えますが、いずれも自おにあった嬰勢を研满 
してくだごい。建物や木立などを利用して体 
や力;< ラを支えることち动果的な方}'去です。 
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ピントのをわせかた 


ビント含わせには、自動でピント含ねせを行ラ 
"才ートフォーカス"と、手動で巧う。マニュ 
アルフスーカス’’の2通0の方ミ去があウます。 
夕’イヤル□ック 目?隙 ボタン旧）を 巧しながら 
フ ォーカスタ’イヤルを " AF " (オートフす一力 
ス）または "の〜 0.巳 m ” （マニュアル フす一 
カス） に切 0曾えまず。 


才ートフォーカス （ AF ) のとさ 


IZ 


ーカスダイヤルを " AF " にセットし 


フアインダー巧測拒表ちと表示ノ くネルび図のよ 
ラになります。 


• ゾナー下*日 0 mmF 2. 8を装證しにときは、 
ファインダー巧測拒表示の距離有盛げ W 〜 
1 ( m ) までの表示になります。 
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2 ピントを合わせたい被写体にフオーカスフ 
レームを向け、 シャツ ターボタンを半巧し 
します。 

自動的にピント合わせが巧われ、ピントが合う 
とフアインダー內測距表をの測拒マークび点灯 
し橘影距剖;を表示します。 

同時に、表をバネルにち距離の値が表示されま 
す。 


表示の例 
00のとき 


Inf 


3 そのままシャッターボタンを巧し込んで撮 
影してください。 

■ドライブモードび" S "(1 コマ揉反）のとき： 

♦一度ピントがをラとテの位置で□ック（フ 
オーカス□ック）ごれます。 

• ピント含わせの苦手な被写体 (P32) のとき 
は測距 不能、 ■’マークが出ます。このとさ 
シャッターは切れません。等距離にある別の被 
写体でフオーカス□ック （P2 9 ) してピントを 
ちわせてください。 













■ドライプモードび、て:" ( m ^ m ) のとき： 

子巧など動く被写体を追いかけなびら撮影する 
場合に効果的です。ドライブモードをで"に 
セットします。シャッターボタンを半押しして 
いる間、連続してピントををわせ続けます。ピ 
ントび含つたことを確認してシャッターボタン 
を押し込んで、撮影してくだごい。 

• ピントをわせの苦手な被写体 (P32) のとき 
は測距不能"■■’マークび出ます。そのまま 
撮影するとピンボケの写真になりますので、苦 
手な被写体をごけて撮影してください。 
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♦測距表示ち端の" ■’ マークび点滅していると 
さはが写体との距離び近すざます。ドライブモー 
ドび" S " のとさはシャッターび切れまだん 。 "cr 
のとさはシャッターび切れますびピントは合し、ま 
せん。 

♦被写体び暗いとさや、コントラストび低くピン 
卜び合わせに<い場合 
は、自助的に A F 補助光 
を被写体におおしオート 
フオーカスの精度を高め 
る機巧になつています。 









〈フォーカス□ック〉 

オートフゴーカス撮兼のとき、谓図によって、 
ピントを食わなたい被写がびフォーカスフレー 
ムか5はずれる場食には、フォーカス□ックを 
利用して撮おします， 


1 ドライフドを" S ’ にして、ピントを 
含わせたい被写体にフォーカスフレームを 
向け、シャッターボタンを半押しします。ピン 
卜をわせび行われ、ピントび含うと測距表示の 
測距マークび表示されて、その位置でピントが 
固定（フォーカス□ック）されます。 

2 シャッターボタンを半押ししたまま 写した 

い梢図に力;<ラを戻し、さらにシャッター 
ボタンを巧し込んで撮影します。 

• 半巧ししている間はビントは□ックされて 
いますので、カメラの向きを変えてもピントは 
変わ0ません,:， 

•フォーカス□ックは、シャッターボタンか 
ら指を强ずと锅除されます,： 

• ドライフモードが’ ‘ c ‘‘ （連続粮影）のとき 
は、フォーカス□ックでをません。 
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マニュアルフオーカスのとさ 

1 フオーカスタイヤルを"マニュアルフオー 
カス範囲 （ W 〜〇.已 m )" にセットします。 

ファインター巧測距表示げ図のようじな り、 フ 
オー カススケール （ビン トのずれを）とピント 
指標を表示しまず e 
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2 ピントを台わせたい被写体にフォーカスフ 
レームを向け、ファインダー內の測距表示 
を見なが日フォーカスダイヤルを動かし、フォ 
—カススケールとピント指標が一致するように 
します。 

•表示パネルには、フォーカスダイヤルに連動 
して撮影距離び表示されます。 

• フォーカスダイヤルの距離表示は撮影距離の 
目安ですので表示ノ C ネルの値とは含わないこと 
がおります。 














測距表示とビントのげ態： 


撮影輯囲 


表示 ビントの状態 


フすーカススケール 

如 

L ビント宿巧 


[淺ビン] 

带写なにビントぴ合つてい 
ません。 

玻写がより适距雜のちのに 
ビントが合つています。 


[台焦」 

祗写がにビントび含ってい 

まも 





倾ビン ] 

被写がにピントが含ってい 
ません。 

被写体より近距醫のをのに 
ピントげ合っています。 


、レ 、 I [拥をホ能] 

* — "c 測おて-をず、正しいビント 

紀^が得弓れまだん。 


レンズ 

日 io 邑日 n T* 2 日 mmF2 .呂 
Planar T* 4 已 mmF2 


摄影範囲 

し — 。 *-0 .已 m 


-フオーカスタイヤル 
外側の距離表示び撮を 
距離の目をです。 


Sonnar 下み目 0mmF2.Q 



‘フオーカスダイヤル 
内側の距離表おび撮を 
距離の目安です。 


• マニュアルフォーカスでは、 AF 涌助光は発ザし走 
せん . 













〈ピント合わせの苦手な被写体〉 

なのような被写体には、ピントび含わせられ 
なかったり、極端に違う距離を測距すること 
びあります。このぶラなとさには、 フオー カ 
ス□ックを利用して等距離にある別の被写体 
に一度ピントを含わせてから撮影を行うか、 
目測で撮影距離を測りマニュアル フオー カス 
でピントを含ねせてくだごい。 

①非常に明るいか、または非常に暗い被写体。 
(を被写イネのコントラストび極度に低いとき。 
@フオーカスフレームやその周辺に太陽光な 
ど強い光源びあるとき。 

® フオーカスフレーム部内に極度に距離の違 
う2つ切上の被写体びな存するとさ。 

感横線のみの被写体、または縦線の繰返しパ 
ターンが続く被写体。 

を商速移動する被写体。 

旬がや煙のように実体のないをの。 
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フイルムの巻戻し 



フィルムを全部攝影し終えると自動のに巻房し 
が始まります。 


き戻し中はフィルムカウンターが減算表示し、 
き戻しが終了すると、モーターが停止しカウン 
ターの ‘‘〇〇"表示が点滅します。 

モーターが停止し、フィルムカウンターが 
■'00" になったのを睡誌してから巧ぶたを闘ブ、 
フイルムを取出してくださし V , 


@ 


途中巻戻しボタン 


•菩戻し後は、必ずフィルムをお化してくた 
さい。巻戻し後は、一度裝ぶたを開けるまで力 
^ラ:ま巧動しません。 

• 取0おしは直お曰光を避けてください， 
•フィルムを途中で巻房すときは、力六ラ下 
側:こある途中香戻しボタンを先の細いをので巧 
してください。 （ i 十などの錠く尖ったものでは 
押さないよ5にしてくださし、） 

• 取り出したフィルムは早めに現徹に出しま 
しょラ。 
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露ぉモードの選が 

撮影 S 的や用途に応じて、次の湿出亡ードが選 
ベます。 

絞り優先オート撮影 

あらかじめ絞りをたットすることにより、被写 
体の明るさに応じてシャッタースピードを目動 
的にコント□ールし、適正麗出を得ます。被写 
巧深度を利用しての撮影に適しています。 

マニュアル露出撮影 

絞りとシャッタースピードを橘お意固や目的に 
含わせて任意にたットし、おがするちまです。 
また意図的に滋出才ーバーやアンダーにするこ 
とも簡単にでをます。 



B :バルブ撮影 

長時間露光を必要とする夜間撮影や天体撥おを 
行ラとさ、バルブ撮影を行います。シャッター 
ボタンを押している間シャッターが開いて露光 
されます。 

X :ストロボ撮影 

当社専用スト□ボ連動接点のない、加用スト □ 
ボを使用するときに、この位雷にします。詳し 
くは、 「TLA スト□ボ攻外のスト□ボによる撮 
影」 （P 已 1) をご覽ください。 
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綜〇活巧才-卜爆寮 



タイヤル□ック辑除ボタン ( A ) 


1 シャッタースピード/露出補正ダイヤルを 
" AUTO " にセットします。 

■マこユアル盈化（シャッタースピード目盛） 
から切り曾えるとさは、タイヤル□ック解除ボ 
タン ( A ) を}罕しなが5シでッタースピード巧 
出满正ダイヤルを回してください。 
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较りリンク 



9絞りをセットし、撮影します。 

ム レンズの絞りリングを回して絞りをセット 
すると、絞りに.6じた適正シャッタースピード 
が自動セットされ、ファインタ‘一内に、自動セ 
ットされたシャッタースピードを表示します。 



シ で、.. リタ ー スピード 



































•普段使用するときは、シャッタースピードが 
1/目日秒'-]/2日日日柳こなるように絞りをセッ 
卜します。 

. シでツタースピードが1/目日秒より遅くなる 
ようなときにはスト n ボを®用することをおず 
すゆします。スト n ボを使用しない場台はカメ 
ラぶれを巧ぐため 吉 脚を使用してください。 
•巧 出マーク‘’び点滅するときは、 巧 出 
オーバーにな0まず.被写体が日月るずざますの 
で、絞りをセットし直しで、‘‘▲“び消えるよ 
ラにして < ださし、 



オーバー巧吉 


•媒 出マーク’’▼’‘び点滅するとをは、露が 
アンダーになります。被写体が晴すぎまずので、 
照明を加えで被写化を明るくした D 、 紋りを変 
えたりして’‘▼’‘が消えるよ5にしてくださし、。 
また、専用のスト□ボを{まラと明るくきれいな 
写員が幅れます。 

•ぶホ,オーバーアンダー驚普 日ろ でち、シヤ 
ッターボタンを巧せば摘影できます。 



グンダーお吿 
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絞りリング 




1 シャツタースピード/語出補正ダイヤルの 
シャッタースピードをダイヤル指標に合わ 
せます。 


• 絞り蠻先才ート (+2 〜 AUTO 〜 -2) か5切り 
曾える塌をは、タイヤル□ック解除ボタン ( A ) 
を巧しなが5シャッタースピード盛出補正ダ 


イヤルを回してくださし、 

2 レンズの絞りリングを回して絞りをセツ 

し、攝影します0 


シャッタースビードー1巧化マーク 



点‘灯：才ーバー 


[ -1-"巧.(昂 


点灯：窗正 



吾打：アンター 


ファインター巧には、セットしたシャッタース 
ピードと、涵出マークが点灯しまず。シャッタ 
ースピードタイヤルまたはレンズの絞りリング 
を動かし、’‘令’’表ちにしてくだごい。 


























m ブ續露 （ B ) 



1 シャッタースピード/露出補正ダイヤルを 
" B " にセットします。 

2 絞りをセットし、撮影します。 

シャッターボタンを巧している閨、シャッ 
ターび開いてお光されます。 

•カメラぶれを防ぐため、云脚で固おするか、 
安ミした台などに萬さ、別売りのケーブルスイ 
ツチ L をカメラに接続して撮影してください。 



39 













擺おのとさ、を要被写体とその背寶に幢端な明 
腊差があるために、そのままでは主要被写がに 
適正旌化が得6れない場合、あるいは菁國的に 
渡出オーバー、アンターの写賣を播0たいとき 
には、なの3通りの盛出補正方法があり豪す,. 
•補正は、シャッタースピードをコント□一 
ルして巧います。 

〈1.露出補正ダイヤルの利用〉 

威出モードび"絞〇櫃ホオート’’ ( AUTCO の 
場合、通常は藻出補正ダイトルを " AUTO " 
の位置 I 盈化補正値 0) にたットしておきます 
が、爵おを補正するときは、經出補正ダイヤル 
を回して蒂望する補正恒を"タイヤル指標’に 
合わせてください。補正値は + 2 EV 〜一 2 EV 
までの絕團巧で]/ 3 E V ごとにセットすること 
ができます。 


40 




恕岀補正ダイトルを ■■ AUTO " (補正値 0) じ乂 
外にあわせると、つァインタ'一内に、補正に合 
ねせて'’+ または‘’ 一‘’ マークが点灯し補正 
中であることを表示します 


撮形! 格了紛ま、必ず補正ダイヤルを ‘‘ AUTO ’ 
の位置 （淺 化鋪正 0) に戻してくだごい。 

















逆光撮影などのときは… 

"+1/3"〜"+2"の節囲で補正しまず。 

逆光や日月るい空、海をバックにした人物、また 
はを进の人物などのように明るい背泉び植影函 
面に占める割合が大をい場台、人物は經出アン 
ダーになり、シルエットのよラに脂くな D まず 6 
このようなとをは、密出を+1/3〜+2の祗囲 
で補正して、湿化を夢くちえます。 



(補正な:し) 


(一痛正) 


暗い背景などのときは… 

"一 1/3" 〜 "一2" の節囲で補正しまず。 

スポッライトに照 b し化された A 物などのよ 
うに、 日 旨い背寮げ撮影画面に占める割合が大を 
し、場食、入物は露お才ーバーになり曰つぼくな 
りまず。このようなときは、 盈 出を一1/3〜 一2 
の節四で補正して、涵おをかなくして撮影しま 
す;-' 
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<2. AE □ックの利用〉 

絞り媛先オート麗お腺影時に、被写がの雜出を 
記憶する磯構です。逆光時での撮彩や動く被写 
体を一定の 巧 出で連続撮影するときなど、涵化 
を固定したいときに使いまず。 

メインスイッチを " AEL " にセットすると、 
セット暗点の兹出びカメラに記憶ごれ、そのま 
まシャッターボタンを巧すと背度の変化に関熙 
なく記悟された盗出でシャッターが切れます。 


1 意四する靖図のうち、まず主要被写体にフ 
ァインタ I 一の中巧部分を巧け、メインスイ 
ツチを " ON " 一 " AEL " にの0替えます。こ 
れで强化び固定 ( AE □ック)されます。 
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♦ AE □ック中は、ファインタ'—巧シャッター 
ス ビー ド表示び点減に蛮わ0ます。 

♦このカメラは、シャッタースピードを記憶 
する方式を操用しています。 AE □ック盤に絞 
りを変えると錢お®び変化します。 

• AE □ックのセットは、ファインタ'—巧表示 
び点丹しているときに行ってください,： 













2 ファインダーを元の意図した構図に戻し 
て撮彩します。 

♦ AE □ック中は、盈化び記憶ごれ統け、巧度 
でを同じ魔化値で擺おできます,，表あは省堪の 
ため]目砂経過後に消のします。 


♦連続撮影（ドライプちード " C ") するとき 
ち、あ5ひじめ被写体の明るさを AE □ックし 
ておけば背寮の変化による影醬を受けずに同じ 
經出の写質が得日れます。 

• AE □ック中に湿出補正タイヤルを変更する 
と、□ックした値を島準 I こして補正します。 
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〈3 .A . B . ami (3 コマ離自動露出補®〉 

このモードにセットすると、自動的•こスタンタ' 
ード、オーバー、アンター、と3强階の爾出バ 
リエーシヨンで連続橋影びできます。 

非常に微妙な盈ホ条件のちとでち、經ホ決定に 
気を取られることなくシ干'ッターを押し镜け、 
チャンスを確実にものにすることげできます。 

‘ A • B ■ C : Autmatic Bracketin 呂 Control 

1 A ■ B • C レバーを動かし、補正幅をセット 
ずると、 A • B • C 批影に 切り曾わります,:： 
褲正幡 は + 0.5EV、 ±1 EV の2谨領が設定でき 
ます:： 

• 技り 獲 先オートでは、撮おするごとに刹光 
しなおし、その時の測光價に刘して補正を巧い 
ます周固の明るごの変化による形幾を受けず 
に A ’目’ C 櫃影びしたいときは、あらかじめ 
AE □ックをしてから櫃累ミすることをおずずめ 
しまず. 


A •日- C 指巧 


補正値 


0の位» 


• マニュアル盛化ではセツトしたシャツター 
スピー ドに対して補正を巧います。 

•盗化補正ダイヤルを’’0’’ じけ>にわツトする 
と、その補正値を基準にした A ’目- Cii 影に 
な0ます- 

• A • B • C 幅影が铭了したら、必ず A •目 ■ C 
レバーをちち向へ止まるまで戻しで日’’の 
の置)ください。 

• スト□ボを併巧する A . B • C 播難はでをま 
せん,： 




スタンダード オーバー アンダー 


2 ドライブモードを連続撮影‘’ c " にして、 
シャッターボタンを巧し続けると、セット 
しに補正幅に従って、スタンタ‘ード、オーバー、 
アンダー、の順で撮彩し、3コマ 櫃 影し路わる 
と止まります。ドライブモードを " S " にする 
と]コマごとの A •日 • C 幅 影になり、 "む’’ に 
すると、シャッターボタンを巧した後、 ] 日お 
後に 連統櫃おによ る A • B • C 擺 転になります。 

A . B . C 擺影中は跪影順序を示すにめ、フィ 
ルムカウンターが;欠のように変化します。 
スタンダード： 雨 方の 巧が点威 
才ーパー：卸.佩醜 （ファ インター 1乃’’+1 ‘硫 
アンダー：も P 脚が城む宵ぶ,ロアインダ咱—‘表示： 


削えば] 8 コマ 目から A •目- C おおを巧った阁宮は 
下記のようにな〇ます, 



]] マ 目 

を]?目 

3] お 

(む お賴遍 し) 

補正： 

スダ—々’ -K 

わ r - 

? ンタ - 

ス打 r-K 

カウ 的-; 

X - I-V 

碑 t 

觸 


遣み 

表示； 

をち 点巧 

左側点滅ちが点滋 

をち点减 


•補正晒が カメラの 涌正限界を越えるとを は、 限界 
補正植で;勘おごれます。 

• 途中で中止するときは 、 A . 日. C レバーをちち 
巧へ 止まるまで回しでくだごい-. 

• A •目 - C ホが中に メインスイッチを " OFF " に 
して再覆 " ON " にずると 、 A •目 . C 他おは东 た] 

回 e よ0巧に3コマ分巧むむまず:. 45 


卜ごボ績影 


室内や夜間の撮影では、スト□ボの使用をおす 
すめします。このカゾラとコンタックス TLA 
フラッシュシステムを組み合わせるとカメラ側 
でスト□ボ光を自動制御する ‘ TTL ダイレクト 
測光‘’による撮影び行えまず。 


< TTL ダイレクト測光による撮影〉 
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2 スト□ボを ‘‘ TTL オートモード’’にセット 
します。 

巧霜び完了すると下図のよラにファインダーの 
に’’ 4" マークが点订し、次べージの表のよ 
うに シャッ タースピードが自動:たットされま 
す。 


















■ "紋りお巧才ート"のとさ 


自然光の測光値 

自助セット 
シャッタ— 

巧 示 

1巨秒〜1/目0が 

スビード 

]/日0お 

"60" がな巧 

1/巨〇較 

1/目0砂 

"目 0" が点灯 

〜1/100秒 

〜1/100秒 

〜‘100’ が点 ；) a 

1/100妙を越え 

1/100ネ少 

-100— が点の、’ 

〜1/2000秒 

マークび点 i 或* 


* なおオーバーになります。絞りを粒〇达んで’’ ▲ 
マークび 消えるよラにして描おしてください, 


■ "マニュアル露出"、" B " (バルブ）のとさ 

マこユアル淺出のときはシャッタースピードは 
自動セットされまだん。必ず’’X’’または 
1/色0秒じ(下にセットしてください。 

セットしたシャツタースピードがフアインダー 
巧に点灯表示されます。 


なお、"X’’のとさはシャッタースピードび 
]/ ] 00砂、にセットされ、ファインタ’一巧に 
"100"び点灯轰ちします。 

"臣"のときは"バルブ撮影’’になります。 

3 絞りをセットして播おします。 

撮影後、調光び行われたとさはファインダ 
一内‘マークび2砂間点減します。 

♦撮影後、‘’V’マークが点滅しないとをは品 
出アンダーにな0ますので、絞りや撮影距離を 
変えて觸索しなおして < ださい。 
♦八.臣.じレバーは必ず"〇|’の位霞に戻して 
くだごし、。 

• フィルム感度はに日2己〜400に連勧しま 
す。（離出補正は含みまだん。） 
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〈ス □ーシンク □撮影〉 

スト□ポ撮影で夕寮ゃ孜養などの情君を生かし 
た撮をを巧なうには1/3日秒む下のス □— シン 
ク□撮影が有知でず。 TLA スト□ボの TTL 才 
ートモードをが巧すると簡単な操•乍でス□ーシ 
ンク□蜡影び巧えます， 
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n 思巧のスト□ボ骗お 

■ "絞り糧巧オート"のとを： 

相図をミ夫め、メインスイッチを " AEL " にセ 
ットします。シャッタースピードび、自然光の 
測光値に□ックごれますのでスト□ボの巧單ち 
了を摧認して撮をしてくだごい，. 

■ "マニュアル盛出"のとを： 

シャッタースピードを]/3日秒じ(下にセットし 
ます。スト□ボお谭完了渡、絞りを動かして 
" T — び点え]するようにし、スト□ボの巧窜完 
了を確誌して傾影してくだごい。 

♦スロー シンク□撮終ではシャッタースピー 
ドが遅くなりますので、カメラぶの防止のため 
に吉脚をご使月くださし Y -: 






〈デイライトシンク□撮影〉 

屋外の撮器時に、たとえば強い曰差しの下梓逆 
光下でそのまま人物を傾影すると、人御は措く 
なりびちです。このようなとをは、 TLA スト 
□ポを使って T T L オートモードで擺鞍すると 
人物ら背寮もされいに描写するごとがでをま 
す。 


ス ト□すを使巧しな 
し、 場含 



■ "絞り檀巧 オート" のとき：ストロボ充里完 

了褚、 が点滅した場合は、掠〇を较0込 
んで、’’を消して撮影してくださし、. 

■ "マニュアル 露出" のとき：シドッタースピ 

—ドを’ X ’’または1/目0げし; i 下にたットしで 
<だごし V 

お0を調を し、ファインター 内な出磐告 マーク 
が ^ を示になるようにして 攝累 ミし ます.-: 
〈露出補正ダイヤルの利用〉 

T T L 才ート撮策では、スト□ボの発光 ffi は力 
メラの 露出 補正タイヤルに連動します。スト □ 
ボザ呈 を 謂 整して劾果を化したいときは、 恐せ 
補正ダイヤルを利用してください1 
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逛巧シンク□憾お. 


〈後幕シンク□撮影〉 

後請シンク□は動きのある被写体をス□ーシン 
ク□幅影するとをに効果があります。通常のス 
卜□ボ撮影は、シッターの先萬が走行を終え 
た直後にスト□ボを発光（ホ萬シンク □) させ 
て擺影します。このカメラと、酱靖シンク□磯 
能のある当社スト□ボとを絹み合わせると、後 
背び走行を始める直前にスト□ボを発光（後篤 
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巧餐シンク□お於 

シンク □) させることができます。スト□ボ光 
で照5された被写体の後ろに、自然光で照6さ 
れに被写体の動きび流れるように写り、自然な 
動きを表谓できます。 

• 惡出制禪は、通常のスト□ボ搞影(巧窓シン 
ク〇)と同様です。 

• P 4 目のイラストにイを用の C 日 NTAX TLA 
14日には後錯シンク□撒能はありません。 






〈 TLA ストロボ LU パのストロボによる撮影〉 

カメラにスト□ポを取!寸け、シャッタース 
ビードダイおルを I’X" (1/1 日日秒)または 
]/SO 秒じげにたットします。 



シンクロターミナル 

絞りをセツトして優影します。 

絞りは、使用するストロボの取扱説明書に 
なつて ずめてくだごしV, 

♦タイレクト接点式でない、コードを必要と 
するスト□ボに、カメラ脚 j 面のシンク□夕 一S 
ナルに接続してください.： 
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同じ画面に、違ラ谨類の被写体、あるいは同じ 
被写体を重ねて写しをむことにより、独時の写 
真表頃がでさます。 

1 ドライブモード印0控えボタンを禅して、 
"百’’（多重滋出;ちード）にセットします。 

. 表示パネルの’’百"び点鳳表ちになります。 

2 シャッターボタンを}甲して1回目の經光を 
巧います。シャッターボタンを巧すと]回 
目の涩光を巧い、なの露光のた他にシャッター 
だけがセットされます。 

-表示バネルの’’@1’’が点けに要む0まず.； 

3 さ弓にシャッターボタンを巧して2回目の 
露光を巧います.； 2回目の盛光を行ラと、 
フィルムが送6巧て多重露比 I ちードが終了し、 
" S "(1 コマ撮が）になります 
- 3回が上0多重盛出をたうときは、上記で" 
の;夕にをう一度ドライプちード胡0曾まボタン 
をがすと "ta" マークが苗巧か5点滅 （ "r 
に戻る)にな0、さ6に1回多重盛化げ巧えます。 



• 1回目晶光のを、メインスイッチを " OFF " 
にすると、巧に " ON " にしたときは、を重霊 
出の続きの撮影 (2 回目の露光)になります。 

• ■) 回目の霜光後のを靠薇出は中止でをずせん 
のでごま意くださ IA 













セ!！/フタイマー纖議 



1 ドライブ亡ード切0替えポタンを巧して、 
‘‘0“（セルフタイマー擺影）にセットし 
ます。 

2 ピントを合わせ、シャッターボタンを押し 
てくだごい。 

セルフタイマーび作動し] 0秒被にシャッター 
が切れます。 セルフタイマー作動中、カメラ前 
面のセルフタイマー LED が点滅します。 

• セルフタイマースタート時に盛出とピント 
が□ックごれます。 



•セルフタイマー撮影時は、三脚をご使用く 
ださ—い。 

•誘巧モードを‘’目'‘（バルブ）にセットした 
とをはセルフタイマーは使用でさません。 

• セルフタイマー作勤]中にシャッターボタン 
を押すと、セルフタイマー作動び最初に戻り、 
10秒後にシャッターが切れます。 

• メインスイッチを " OFF " にすると、セル 
フタイマーの作動は途中賴除されます。 
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カスタム機能 


この力^ラには、：欠の表のよラに、3項目の 
"カスタム機能’’を搭載しています。お買い上 
ば時は、賴華的な機能（内容番号"日’’）にセ 
ットしてあります。（この取扱説明塞では‘’日’’ 
が態を碁本に説明してあります。） 

カスタム機能を変更したい場合は「カスタム機 
能のセットのしかた」 （ P 己日）をごおください。 

•カスタム機能を変更した場合は、力^ラの 
操作にごミ主意ください。 


カスタム機能一覧表 


巧容を号 

巧華設定 

巧更設定 

機能番号 \\ 

0 

1 


メインスイッチを’ ‘ AEL " にずる 

シャッターボタンを半巧ししている間、 

1 


AE □ックする。（スト□ボ巧巧完了時を 



隙く） 


AE □ツクの方法 


• メインスイッチによる連続 AE □ック 



時は連統 AE □ックぴ巧鬼します。 

2 

想お順序び、 

滿故 j 愼巧が、 



スタンタード 

才ーバー 


A ’ 日’ C おお順巧の切 

i 

i 


0曾え 

才ーバー 

スタンダード 

1 



ア ン ター 

アンダ… 


3 

フィルムをバト□一弄巧に 

フイルムの巧端をバト□ーネの外に残す 


すべて巻き这む 



フイルム善戻し時の 


岡 



フイルム钱り 


□ 
















カスタム機能のセツトのしかた 


アツブボタン 


搪能是号 
I j ~ j ^ 巧容萬号 


I HP 

ぶ卜 


フィルム感度セットボタンタウンボタン 

1 表示パネルが、図のよラな表示（席滅）に 
なるまで（約3秒間）アップボタンとダウ 
ンボタンを同時に巧し続けまず。 

図のような表示（点減ニカスタム機能セット状 
態）になった5、…旦ボタンから指を離してく 
ださい。 
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2 " ダウンボタン"を巧して、セットずる糖 
能の番号を遺び、表示させまず。 

• "タウンボタン‘’を}罕すことに、機能の留号 
が1 一2一3一 1- 似下繰返し)と変わりまず::， 


〇 "ア 、J 
ゾ選択 


ップボタン"を巧して、內容の番号を 
しまず。 


• '‘アッフポタン‘’を巧すごとに、数字が変わ 
0まずので、セットする番号にしてくださし V . 
























4 メインスイッチを一旦 " OFF " にしてく 

ださい。 これで t ット完了です.， 
♦シャッターボタンを 半 揮しする、またはそ 
のまを 8 抄間 経過してもわットが完了します，； 


カスタム機能をセットした後は、必ずドラ 
イプモードを合わせ直してください。 


このカゾラには、シトッター壊面の反射光を 
測る ’TTL 実絞り測光’’（中央重点平巧測光） 
とファインダーおの受光東子で測る"が部測 
光‘’の2通りの測光方式があり、装違したレン 
ズによって自動的に切り曾ねります。 

が部測おの場含は、測光窓び歷5れないよラ 
ま脅してください。 

測光ちす レンス 

Bb 呂 on T* 2SmmF2.8 
TTL 実絞り測光 Planar T* 45mmF2 

Sonnar T ネ 90rnmF2.8 

外誠助 I 光 Hoi □启 on T* 1 6mmF8 
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ケーブルスイツチングジト 裏ぶたの巧0はずし 



ケープルスイッチ L を接続する接点で、これら 
アクセヴ U —か日の電気信号を伝え、シゎッタ 
一を作動ごせます。 

♦ケーブルスイッチソケットには、市販され 
ている一股のメカ方式ケーブルレリーズは取巧 
けないで<だごい。故障の原因になります。 


カメラの要ぶたは、着脱ピンを巧し下げて取外 
すことがでをます。 

G 1 専用のデータバック " CONTAX データパ‘ 
ック GD -1" (別売り）が使用できます。 
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ホロゴン ISmm 脚口いで 



ホ□ゴン 16 mm F 8 は超広角の特殊レンズで 
あるため、使用にあたってはなの点にご留意く 
ださし、。 

<1.ビューファインダー〉 

ホ□ゴン 16 mm F 8 使用時は、必ずレンズに 
巧顆のビューファインタ’一 （ GF -]6 mm ) を 
ご使用ください。ビューファインダーは、力 
ラのアクセサリーシューに止まるところまで確 
実に差し込みます。 


(点お）ビューフアイ 
ンダーで見える範囲 


-(実涼）実探に写る範囲 

約1.己 m 


約0.6 m 約0.3 m 

1症お範囲： 撮影距離により、ビューファイ 
A ンダーで見える範圍に巧し、実際に写る範 
囲はおよそ図のよラになります。この図を目ち 
にして構図を巧めてくだごい。特に約1のより 
近距離で撮影する場合は、被写体び撮影画面か 
らはみ出ないよラ、余裕を持って構図をホめて 
くだごし、。 

















2 水準器：このレンズは、超広角のためわず 
かな上下の傾きでち作画に大さく影響を与 
えます。ビューファインダーには水準器び內蔵 
されていますので、建築物や枉などび平行に見 
えるように撮影する場合は、水準器の"球"び 
中央になるよラにして撮影してください。 
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〈2.ピントの合わせかた> 

ピント含わせはレンズの距離レバーを手動で動 
かして行います。 

被写体までの距離をレンズの距離指標に含わせ 
て揣影してください。 


被写体までの距隸の測定（測距）にはなの方法 
がお0ます。 

















1 目測：目分至で距離を測ります。 

、'を カメラの測距巧能を利用 (〇〇〜約 0.5 m まで）： 
ドライブモードを‘‘ S " にし、フ オー カスダイ 
ヤルを " AF " にして、カメラファインダー内 
の フオー カ スフレー ムを被写体に向けてシャツ 
ターボタンを半押しすると、表示パネルに巧写 
体までの距離 （ m ) び表示されます。 

• ピントび合せられない表示びでたときは、 
一旦シャッターボタンか5指を離してくださ 
し、。再度シャツターボタンを半押しし、ピント 
が合ったことを確認してからファインターから 
目を離し、距離を読み取ってくださし、。 

3 メジヤーで実測 (〜日. 3 m まで）： 

カメラの ‘’ A " マーク（距離基準指標）か 
ら被写体までの距離を測ります。 


撒お悲雜 


<3. 露出について〉 

このレンズの明るさは、 F 8 (固定）です。絞 
りの調節はできません。 

•マニュアル露出の場合は、シャッタースピ 
-ドで露出を調節してくださし、。 

•このレンズを取り付けると、測光方式は自 
動的に"外部測光"に切り替わります。 


<4. グラ デーシヨ ンフイルタ ー4 X につし、て〉 

このレンズは超広角レンズ特有の周辺光量低下 
びあります。この特性をまかした撮影政外に、 
画面周辺まで活かした撮影にしたし順合はレン 
ズに付属のグラデーシヨンフィルタ ー4 X を併 
用します。グラ デーシヨ ンフィルター 4 X を使 
巧するときは露出の補正を巧ってくださし、。 
•絞 D 優先オートのとさは、シャッタースピー 
ド/露出補正ダイヤルを"+2"にします。 

• マニュアル露出のとさはシャッタースピード 
を2段階遅くします。 
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〈已.スト□ボ撮影について > 

TTL ダイレクト測光によるスト□ボ撮影はでき 
ません。が部測光オートスト□ボ撮影、または 
マニュアルスト□ボ撮影を行ってくださし、。 
•スト□ボは、シンク□ターミナルに接続し 
てください。 

♦レンズの画角び広いため、周辺まではスト 
□ボ光が行さわたらない場含びあります。 


〈6.その他のま意事項> 

画角び広く、且つレンズの長さび短いため、力 
メラを持つ手等、余分なちのび写らないよラを 
意してください。ケースをつけての撮影では指 
び写り込みやすいので、特にご;主葛ください。 
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カメラが巧上風を意 


♦レンズや測距窓、 ファ インタI一などにコ’ 
ミ-ホコ U がある場含は、プ□ワーで吹さ號ば 
すか、柔5かいレンズ刷毛で軽くもい、指紋な 
どがついた場合はむやみに枯かず、市販のレン 
ズ紙などで輯く描いてください。 

•本体の巧れを落とすときは、菜5かい巧な 
どで巧いてください。ベンジンやシンナーなど 
の;召剤は絶対に使用しないでください。 

•海岸-山岳やほこりのをい巧などでの撮影 
後は、カメラをよく清掃してください。潮風は 
腐食の原因となり、砂ぼこりなどは内部の精密 
な機楠に悪影嚮を抵ぼします。 

•暑い場所（置の海辺、直射曰光下の車内な 
ど）に長時間置いておくと、フィルムや電池の 
性能を低下させ、カメラにち悪影嚮を及ぼしま 
すので放置しないでください。 

• 寒いところから急に暖かい室内に持ち込む 
と、レンズやファインダーびくちることびあり 
ます。しば5くするとくちりは消えまずび、内 




部に水滴び生じると腐食の原因にもなりますの 
で、でさるだけ急激な温度変化は避けてくださ 
し、。 

• ミ毎が旅行や結婚式など大切な無影のとさは、 
前もって作動の確認、テスト撮影をしてか5使 
用してください。また予備の電池を携行ずるこ 
とをおずすめしまず。 

•力ラは精密機器ですので、落としたり、 
大さなショックを与えたりしないでくだごし、。 
シャッター*について 
シャッター幕は非常に薄い材寶でできてい 
ます。絶対に指で突いたり触れたり拭いた 
0しないでください。フィルム交換の際は 
フィルム先端びシャッター幕に邮れなし、よ 
ラご注意ください。また、ブ□ワーで吹く 
隙は強く吹かないでください。強く吹くと 
変おや破損の恐れびあ0ます。ボンべタイ 
プのブ□ワーは絶対に使わないでください。 


マイク□コンピューターの保護回巧について 

この力ラは外部の強力な靜畢気に巧して 
巧部のマイク□コンピューターを保譲する 
ための安全回路を巧厨しています。この安 
全回路の働さにより極めてまれに力ラび 
作動しなくなることびあります。このよラ 
な場含は、インスイッチを日 F F にし、 
一旦電池を取出して、ちラー度入れ直して 
からご使用くださし、。 


〈カメラの <呆管について> 

•力ラは、湿気やほこりのある塌所や防虫剤 
のあるタンス、実験室のよラに薬品を扱ラとこ 
ろを避け、風通しの良い巧に保管してくださし、。 
•長期間力ラを使わないときは、電池を取 
り出しておさましよラ。液漏れによる損傷を防 
ぎます。 
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s ! j 売〇アクおヴ y — 



( COIMTAX データバック GD -1> 

カメラの虽ぶたと交換して装着するだけで、 
カメラボディと連動するクオーツ制御の液晶 
式データパックです。 

オートデート觸墙により曰付けや時刻を目動 
的に写し込むことびでをます。 
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■カメラへの取り付け 

1 カメラに標準装備されている襲ぶたを開 
き、藍ぶた着脱ピンを巧し下げなび b 取り 
はずします。 


2 データバックの取り付け軸の下側をカメラ 
の取り付け巧に差込み、雇脱ビンを}甲し下 
げなびら上側の軸ち取0付け巧に合わせ、着脱 
ピンか b 指を離します。これで取0付けは完了 


です。 































年‘月•曰 


曰•月•年 

i 則晋贡 -品百齊 

^ . __ — __f— 

|^_fS ： ssl-- - - 、 ぶ巧•か 

曰-時.分 写し込みなし 月■曰-年 



■曰巧け、時刻の写し込み 

1 写し込むモードを選びまず。 

モードボタンを巧すごとに 
年.月.曰一曰.時.分一 
……（写し込みなし）一 
月.曰.年-►曰•月.年 
の順に表示が変わりますので、写し込みたい表 
示に合わせます。 


2 シャッターボタンを巧して撮影しまず。 

表示艾字ち上の‘‘一‘’マークが点滅して、 
表示び写し込まれたことをおします。 

•曰巧け表おの上に出る‘‘ M ’’ 表示は、月 
( Month ) を示すマークで、写し込みはごれません。 
•写し込みは画面のち下禪になります。写し 
込み位置の背揖が白や黄をのように明るいとき 
は、数字が読みにくくなりますのでま意してく 
ださい。 

■曰けけ-時刻の修正 

1モードボタンを巧して偃正する表示を出します。 
2セレクトボタンをよ甲して修正する数字を点滅 
させます。 

3セットボタンを巧して正しい数字になおしま 
す-」（時刻合わせで：び点’減している場をは秒 
をわせです.，时報に合わせてセットボタンを}甲 
すと正確な時刻をわせができます。） 

4條正が摧わった b 数字の点滅が消えるまでセ 
レクトボタンを狎してください， 


65 













■データバック用里ミせの交換 

データバック用輩池は、長寿命の U チウム軍地 
(CR202 己)を採用しているため約3〜4年間は 
交操不要です。霉池び消耗してくると曰付けや 
時刻の写し込みが5す<なった0、液晶表示が 
正常な表示をしなくなります。このときは図の 
ようにして電;也を交換してくだごい。 
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•デート用電池を交換したとさは、必ず曰イ寸 
けと時刻を含わせなおして < ださい。 

•デート用電池 （CR202 己）は、巧に幼おの 
手の届かないところに保管してくだごい。万一 
電池を啟み込んだ場合は、直ちに医師と相談し 
てくだごい。 


■主な仕様 

型式： クオーツ時計巧蔵（オートカレンダー） 
写し込み方法： 写し込み内客…年月曰曰時 
分写し込みなし•月曰年’曰月年 
シャッター作動に連動した自動写し込み 

フィルム感度設定： 自動設定 

取原： 3VU チウム電池 (CR202 己）1個使用 
寸法.重 ■:132•已（幅） X 54 (高ご） X 
17.5 (與巧さ） mm. 80良（電池別） 


み仕樣 I 外觀の一部をそ告なく変更ずることがありま 
ずのでこ了をくだごい.， 


〈CONTAX ノ のーバッ ク アダプター GP -1 > 

G 1 に外部畢源 CONTAX パワーパック P -8 
(別売 0) を使用するためのアダプターです。 
パワーパック P -8 は、1.日 V 単3お乾電池4本、 
または単3おニッカド電池4本を使用するが部 
輩源で、寒冷地など、気温のおい場所で、寒さ 
の影響による電池の性能低下を防ぐために、力 
メラの外部で電源を保温しなび5撮影するため 
に利用します。 


バッテリーケース 



■使いかた 

1 カメラにパワーパックアダプター GP -1 を 
取り付けまず。 

カメラのリチウム電池を取り出し、化わりに 
GP -1 をはめ込み、回して固定します。 

2 パワーパック P - 日に電地を装填しまず。 

1パワーパック P -8 に付属しているバッテ 
リーケースに、表示に従って単3お乾逗池4本 
を入れ P - 日本体に取り付けます。 















2 P-8 本体をジャケット（ケース）に入れます。 

3 パワーパック P-8 のコード巧端のプラグ 
を、アダプター GP-1 のソケットに是し込 
みまず。 

• 懼おの薛に、パワーバックを晒ち具の巧測などに 
入れると、より保温の効果を嵩めることがでさます 
• 虽池を交換するとさは、巧强の适ラちのやちいち 
のを混ぜたりしないで、4本とち同じ巧猪の新品逗ミ出 
を同時に交換してくだごい： 

• A ワーバックを長顯間使用しないときは、 巧 也の 
捕 巧を既ぐため、バッテリーケースかを 巧 也を取りは 
ずしておいてくださし V 

•接続コードの取0はずしは、コードを引っばらず 
にフラク部を持って巧っ-し—くだごい； 

■P-8 の仕様 

巧源：1.己 V 華3形を亞池4本、または 1.2 V 軍3お二 
ッカド巧池4本 

巧が： パワーバック本体、バッテ IJ — ケース、ジャケ 
ット（ストラッフ巧を） 

コードの長さ： 1.己 m 
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■使用 バッテリーと 拓巧本数 

(24 枚撮り、新品電池使用、当社撮影基準によ 
る） 


バッテリー拓1 がち 

1 .己 V 単 3 おアルカリ乾逗池 4 本 約 2 己本 

1 .2V 単 3 おニッカド 巧 池 4 本 * 約 12 本 

* ニッカド軍池はフル巧軍して使用したとき。 

※仕様-が捉の一部を予告なく変更することびあ0ま 
すのでご了承くだごい。 

EM 使用上の注意 

このカメラはコンパクトに作られているために、 
大型王脚に取付けた場合、 要 台の台座でアダフタ 
一 GP-1 のソケットびかくれてパワーパック P- 目 
び取巧けられないことびあ0ます。このよ5な場 
合は、市販のクイックシューアダフターなどを力 
メラと S 脚の間に取付けて、 GP-1 に P- 目を取が 
けられるよラにしてください。 



〈CONTAX マウン トアダプター GA -1 〉 

G 1 に、巳 ONTAX —眼レフカメラ用力ールツ 
ァイスレンズを取付けるためのアダフターで 
す。 

ピント含わせは、レンズの距離リングを手動で 
回して行います。 


レンズ レンズ 

レンズ側指標 ホ点 指標 


ホ点 



レンズマウントアダプター カメつ 

GA-1 


■取巧けかた 

1カメラにマウントアダフター GA - 1を取付け 
ます。 

マウントアダフター GA -1 のホ点をカメラのレ 
ンズ指標に含わせてはめ込み、崎計方向へカチ 
ッと音がして止まるまで回して取巧けます。 



























ぶマウントアダプタ ー GA -1 にレンズをお付け 
ます。 

マウントアダプター GA - 1のレンズ指標にレン 
ズ側のホ点を合わせてはめ&み、と同様に取 
付けます。 

ぶ取付けたレンズの焦点距離をマウントアダプ 
ター GA -1 にセットします。 

マウントアダプター GA -1 の□ック解除ボタン 
を押しなびら画角リングを回し、レンズの焦点 
距離を画角指標に含わせてください。 

含わせた焦点距離に連動して、ファインダーの 
画角び変わります。 

セットできる画角は、焦点距離 28 mm 、 
3已 mm 、 己日 mm 、60 mm . 8己 mm のレンズ 
です。 

• マウントアダプターにない焦点距離のレン 
ズを使用する場含は、最も近い値にセットし 
てください。 
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感 


押しなび6回す 


レンズをマウントアダプター GA -1 から取 
りはずすとさは、マウントアダプターのレ 
ンズ取りはずしボタンを巧しなびらレンズ 
を反時計ち向に回して取りはずします。 

マウントアダプターをカメラから取0はず 
すとさは、カメラのレンズ取りはずしボタ 
ンを押しなが5マウントアダプターを反時 
計ち向へ回して取りはずします。 








■使いかた 

1撮影距離を測り、レンズにセットします。 


「カメラの測距機能び使用できる場さ J 

まず、カメラのドライブちードを" S " にし、 
フォーカスダイヤルを " AF " にしてシャツタ 
ーボタンを半押しします。 

表示パネルに撮影距離び表示されますのでレン 
ズの距離 U ングを手動で回して距離をセットし 
て < ださし、。 


r カメラの測距傑能び使用できない場を J 

目測、またはメジャー等で距離を測り、レンズ 
の距離リングを手動で回して距離をセツトして 
ください。 


※レンズの焦点距離およびレンズ外径により使 
用ち法び変わります。詳し<は72〜73ページ 
をご覧ください。 


2 構図を巧め、レンズの絞りをセットして撮 
影します。 

被写巧裸度を利用して確実にピントを合わせる 
ため、レンズは F 4 より絞って撮影してくださ 
し、。 

■測光は、 ‘‘TTL 実絞り測光"になり、絞り便 
先オート撮影び行えます。 

• ファインダーにレンズ鏡洞び見えることび 
ありますが、実画面には現れません。 


■GA-1 の仕な 

寸法： 60 ( 径） X 16.5 (長さ ） mm 
重星： 8已吕 
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■カメラの測距巧能び使用できるレンズ 


レンズ焦な距離 





28 mm 〜 85 mm 

28 mm 〜 85 mm とは異 

レンズパ径 



なるレンズ 

0目 SmiTi 未満のレン 

W 〜] m の範囲で測距機能が使用でさ；パララックス 

ファインダーの画角は 

ス 

が補正されるレンズ 


取り付けたレンズの画 


Dista 邑 on T 本 

28mmF2、28nnnnF2.8 

角と異な0ます。 


TessarT* 

Planar T ♦ 

35nnmF2.8 

45nnmF2.8 

SOmmFl.4, SOmnnFl,7 

マウントアダプターの 
画角指標をレンズの焦 
点距離に最ち近い値に 


w 〜 3m の範囲で測距機能が使用でさ； C ララックス 
び補正されるレンス 

Makro-Planar T 本： 60nnnnF2.8C 

たットして、目おとし 
てご使用 < ださし、。 

また、パララックス補 


SonnarT# 

85nnnnF2.8 

正を連動しませんので 


ご注意 < ださし、。 


ぷパララックス . ファインタ’一で見える厮囲と実際に写る範固のズレ。視差。 

• レンズ外播よ〇を、その外径び大きくなるフード、フィルターを装荒すると力方ラの測距機能び正しく作動 
しなくな0ますので、使用しないでください。 
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■カメラの測距巧能が使用できないレンズ 


レンス焦点巧麵 

レンスか径 

28 mm 〜 85 mm 

28 mm 〜 85 mm とはち 
なるレンス 

066mm じ 1 上のレン 

目測やメジヤー等で測った距薄を、フオーカスタ 

ファインダーの画角は 

ス 

イヤルを回して表示パネルにセットすると、パラ 

取 0 付けたレンスの画 


ラックス補正び連動します。 

角と異な 0 ます。 



マウン h アダプターの 


W 〜 1 m の範囲でバララックスび補正されるレンズ： 

画角指標をレンスの焦 


焦点距離び 2 日 mm 〜 60 mm のレンス 

点距離に巧ち近い値に 



セットして、目安とし 


W 〜 3 m の巧囲でパララックスび補正されるレンス： 

てご使巧ください。 


焦点距離び日日 mm のレンズ 

また、パララックス補 



正ち連動しませんので 



ごま唐ください。 


• カメラにマウントアダプター GA -1 とレンズを装寇して使用するときは、カメラにお理な力か'加わ 5 ないよラ、 
必ずレンズ側を持って摇影して<ださい。 

また、持ち運ぶ際も、レンズ側を持って運んでください。 
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〈 CONTAX スタンダードケース GC -1 1> 

G ] 専用レンズ 28 mmF 2.8、45 mmF 2 を装 
着したまま収納できる速写タイプのた S 八一 
ドケースです。カメラボディケース （ GC - 

1 10) とレンズ カバー （フ □ントカバー GC - 

111) を分離することがでさます。 

♦この他に、日日 mmF 2.8 を収納できるフロ 
ントカバー□ング GC -] 12が用意されてい 
ます。 


ケース 

舱 1 

スタンダードケース 
GC-1 1 

カメラ+ 

ピオゴン T*28mnnF2.8 
+フィ JL/5^-(1 做+フード 

(ボディケース 

GC- 11日 

十メタルキヤツフ 

+フ□ントカノ（一 

カメラ+ 

GC -1 1 1) 

プラナー下キ4已 mnnF2 
+フィルターり觀 
+レンズキヤツフ 

カメラ+ 

ポディケース 

フラナ ーT キ4己 mnnF2 

GC -1 10 

+フイノ (1 枚）+フード 

+フ□ントカノ（一 

+メタルキヤツフ 

□ング GC -1 12 

カメラ+ゾナ ーT * 白 0nnmF2 .扫 
+フィルター （1 枚）+フード 
(フードは逆向きにはめ込んで収 
柳+メタルキヤツフ 
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ま mm 


型式： 3已 mm フォーカルプレンシャッター式 
AF レンジファインタ‘一カメラ 
画面 サイズ： 24 x 3 己 mm 
レンズマウント： コンタックス G マウント 
シ サッター型式： 單子制御式縱走行フォーカルプレ 
ンシ ャッター 

シサッター スピー ド： Av …1己お>〜1/200曰秒' 
マニュアル… B、 X (1/100 抄)、1秒〜1/2000秒 
シンク□巧点： X 接点 （1/1 00秒凹下で同調） 

夕‘イレクト接点、およびシンク□夕 一 S ナル付 
セルフタイマー： 單子式、作動時間10秒 
シサッターレリーズ：巧 子レリーズ方式、専用ケー 
ブルスイッチソケット付 
S 出制御： (で絞〇值先オート@マニュアル 巧 出 
③ T T L 才ートスト□ボ碟マニュアルスト□ボ 
測が方式： TTL 実絞り測光(中央重点平均測光)/外部 
測光（装着レンスにより自動切り替え） 

測が巧西)巧囲： 

TTL 実絞り測光… EV 1 〜19 ( IS 0100. F 2) 

外部測光 • ’ ’ EV 3 〜17 ( ISO 100)(受化ち巧70。） 
フィルム巧度巧曲!範囲： 

DX コードによる自動設定時…に02己〜已〇00 
マニュアル設定時’‘•に0日〜巨400 


AE ロック：シャッタースピード記憶方式 

as 出瓶正： +2 EV 〜— 2 EV (1/3 ステップで設定巧 

能） 

A • B • cmm : A •巨‘ C レバーの設定による 
巧出補正幅 ±0.5 EV /±1 EV 
スト□ボ巧光巧曲!方式： TTL ダイレクト調光方式 
スト□ポ同巧：専用ストロボの巧電完了によりシャ 
ッタースピード自動のり替え 

を}!シンクロ：を焉シンク□機能のある当社スト □ 
ポと組み合わせることにより可能 
ピントさわせ：フォーカスダイヤルによる、才ート 
フォーカス、マニュアルフォーカスのり替え式 
測距方式：基線長強化型が部パッシブ AF 方式 
AF 補助光、フォーカス□ック機梢付 
測距巧出範囲り SO 100) : EV3 〜19 
ファインダー内および表示 J C ネルに距離表示 
ファインダー：実像式ズームファインダー（装着レ 
ンズに連動） 

，視野率90% 

•倍率0.日7倍 

(4 己 mm レンス、： X 、視度一 1 D のと宝） 

巧度巧正：視度補正機相内蔵、 

•補正範囲 +0.3 D 〜一 2 D 



ファインダー内表示： 描影範囲巧（パララックス自 
動補正）、フォーカスフレーム、測距表示、シャッタ 
ースピード、露出マーク、霜出補正表示、スト□ポ 
マー ク 

ま示パネル：粗が 距離/フィルム感度、ドライブモ 
—ド （1 コマ描お、連続撥影、セルフタイマー、多重 
幾出）、カスタム機能表示、バッテリー W 告マーク 
フィルム装巧： オート□ーディング式 
フィルムカウンター "or までの空送り機棉巧 
フィルム巻上げ： 内蔵モーターによる自動巻上げ 
フィルム巻戻し： 内蔵モーターによる自動巻戻し 
(オートリターン.'オートストッフ槪情）途中巻戻し 
可能 

ドライプモード： 1コマ、連続、セルフタイマー、を 

を 巧 出 

巧影コマ速度： 連続楠影（で■モード)で最高約2 
コマ/砂（新品 巧 池使用、常温、当社 摘お甚 準によ 
る） 

フィルムカウンター： 自動復元順巧式、 A ’ 日 ’ C 表お 
アクセヴリーシュ ー :ダイレクト X 接点 （ TLA スト □ 
ボ連動接点巧） 
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カスタム巧能： : rAE □ックの方法の選お(メインスイ 
ッチで AE □ックする X シャッターボタン半押しで AE 
□ックする） 

2 A . 日. C 描を順巧の遣が（適正ーオーバー-►アン 
ダー..' オーバー-►適正ーアンダー） 

3 フィルム巻戻し時のフィルム残りの選が(フィルム 
をすベて巻定込む.'先端をパト□ーネの外に巧す） 

* ぶた： 巧ぶた開放ノブによる開放式、着脱巧能、 
フィルム確認窓巧 

巧 源： 3 VU チウム巧池 （ CR 2) 2個使用 
バッテリーチェック： 自動チてック式表おパネル 
に表示 

フィルム巧影本巧： 24巧梅りフィルム約8日本 
(军斤品軍池使用、常温、当な樞影基準による） 

寸;去： 133 ( 幅 ）X 77 (高さ ）X 42(與巧き ） mm 
重屋： 4日〇呂（單池別） 

•ぶ仕様-外親の一部を予告なく変更することがあり 
ますのでご了承ください。 


本裝品の賺能をフルに活用していただくために 

も、 巧巧レンス、およびアクセサリー巧は当社巧 
品のご使用をおずずめしまず。 コンタックス巧と 
して巿賊されている他社製品を使巧して生じた 巧 
故や故阻については、当なでは 巧 任を負いかねま 
す。 


SSP のを称 


巧ぶた裔脱ビン 
スフール 
ケーブルスイッチソケット 
シャッター摇 
ファインダー接强部 
視度調整つまみ 

フィルム固を軸 

シンク□ターミすル 


フィルムおな吾 


ぶぶた閒放ノブ 
フィルム室 



巧ぶた 


EJi ねじ巧 


データ バック用接点 
DX 接点 
途中き馬:しボタン 

































